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研究成果の概要：本研究は以下の特色をもつ。

（１） 画家を芸術作品（絵画）の生産者および販売者として想定する。すなわち、画

家は、彼の生涯効用を最大化するように芸術品の生産量と私的消費の生涯にわ

たる系列を決定する。ただし、芸術作品を生産するために画家は労働を投入す

る必要があるが、労働投入からの不効用と芸術作品を売って得られる収入によ

って購入する私的財からの効用との間のトレードオフを考慮して、画家は、生

涯にわたる労働投入量と私的消費量の流列を決定する必要がある。

（２） 美術品市場には、芸術作品を需要する経済主体は多数存在するばかりでなく、

様々なタイプの需要者が存在する。たとえば、個人の収集家、美術館、画廊、

民間会社、投機を目的として購入する商社などがある。分析の簡単化のために、

転売や投資を美術品購入の主な目的とする画廊や商社のような仲介業者などは

無視して、美術品の最終購入者である個人の顧客を唯一の需要者として考える。

なぜなら、個人の顧客は、美術品の所有から効用を得る経済主体であるからで

ある。さらに、個人の顧客は、無限期間生きる代表的個人を想定し、無限期間

にわたり自らの私的消費と美術品購入の流列を決定する。

（３） 個々の顧客は、美術品の市場価格には影響を与えないプライス·テーカーを想定

する。しかし、画家はその芸術作品の唯一の生産者なので、独占的供給者とし

て行動する。そこで、芸術作品の独占的供給者である画家は、プライス·テーカ

ーである顧客の行動を与件として、すなわち、顧客の反応を与件として、動学

的最適化を行うので、シュタッケルベルグ·リーダーとして行動すると仮定する。

（４） 本研究のように、一人の独占者が、ある種の耐久消費財（芸術作品）を多数の

消費者に異時点間にわたり生産および販売活動を行うモデルは、耐久消費財消

費財独占モデルとして、従来の産業組織論の枠組みにおいて分析されてきた。

このモデルの先駆者であるコース(1972)は、耐久消費財の独占者は、消費者が合

理的である限り、独占者は独占力を行使できず、独占者が設定できる独占価格
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は競争価格に一致すると主張した。彼の研究は、その後多くの研究者の関心を

集め、様々な研究が行われた。特に、均衡概念のより数学的な厳密化や独占企

業の計画期間を無限期間に拡張するような分析の一般化が行われた。しかしな

がら、多くの分析は独占企業が完全マルコフ戦略を仮定して分析を進めている。

この仮定は、分析を簡単化するのみならず、最適戦略のtime

consistencyを保証する戦略概念になっている。しかし、完全マルコフ戦略は本研

究には不適な均衡概念である。なぜなら、この均衡概念のもとでは、画家の死

というニュースはまったく市場価格に影響をもたらさないことになる。また、

われわれの分析によれば、市場価格は彼の芸術品のストック（ある時点まで、

市場に供給されてきた累積生産量）のみに依存するからである。そこで、（３）

で述べたように、本研究では、オープン·ループ·シュタッケルベルグ均衡の概

念を用いる。この点が、従来の耐久財独占企業の従来の分析とは異なる本研究

の独創的な点の一つである。

（５） オープン·ループ·シュタッケルベルグ均衡概念を用いたモデルを使って、画家

死亡のニュースが伝わった直後に彼の芸術作品の市場価格がどのように反応す

るかを理論的に分析する。特に、市場価格のジャンプが起きるかどうか、起き

るとすれば上方あるいは下方にどれだけジャンプするのかを調べる。そのため

には、マクロ経済動学でしばしば用いられる比較動学の分析手法を用いる。さ

らに、画家は重病になり余命のアナウンスが行われた場合、すなわち、画家の

死亡時点が市場参加者に完全に予想されている場合の市場価格の反応経路を分

析する。
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１．研究開始当初の背景

本研究は、文化経済学と領域に入るものか

もしれないが、文化経済学がいまだ確固た

る領域として経済学者の間で認知されてい

るとはいえない。しかしながら、近年のフ

ァイナンス理論の発展とともに、美術品

の売買市場は金融市場や株式市場と同様

に、もっぱら投機市場として考えられ、

美術品も投機の対象となるので、ファイ

ナンス理論の単純な応用と考えられてき

た。他方、芸術活動に関する様々実証分

析が行われている。特に、理論的研究が

いくつか行われているが、残念ながらい

まだプリミティブなレベルにとどまって

いる。たとえば、分析トールは静学的な

枠組みでの需要―供給分析が中心である

ため、暗黙的には各経済主体の最大化問

題の解いた結果として、需要関数および

供給関数に直接的かつアドホックに導入

されているが、厳密なミクロ経済主体と

して効用最大化あるいは利益最大化主体

としてモデルを構築されていなかった。

この分野での唯一の専門誌であるJournal

of Culture Economicsに掲載されている

最近の論文をみることによっておよその

傾向を知ることができる。その雑誌には、

実証分析を中心とする多くの論文を掲載

している。

２．研究の目的

本研究は、文化経済学、特に、美術品市

場における売り手と買い手の経済行動お

よび美術品の価格形成の分析に焦点をあ

てる。美術品オークション市場において

美術品の生産者である画家とそれを需要

する顧客の経済行動に関するミクロ経済

学的分析を目的とする。実証的かつ経済理

論的に分析することを目的とする。特に、

ある画家の死亡のニュースが、美術品オ

ークション市場における彼の作品の市場

価格にどのような影響をもたらすかを経

済理論的に解明することを目的とする。

美術品市場の市場価格に関するいくつか

の実証研究によれば、画家の死後、かれ

の芸術作品の価格が上方ジャンプする傾

向があることが確認されている。本研究

は、動学的一般均衡理論を用いて、実証

結果が示唆するこのような美術品の価格

の動きを理論的に説明することを目的と

する。従来の文化経済学の分析トールは

必ずしもこの目的にとって十分であると

はいえない。なぜなら、しかし、美術品

市場では供給者および需要者が形成する

予想価格やその他の要因に関する将来予

想が価格形成に本質的な影響を与えてい

るからである。そのような考え方に立っ

て、美術品市場での供給者と需要者の経

済行動は、異時点間の最適化行動として

モデル化されるのが最も適切なアプロー

チであると考えられる。特に、画家の死

というニュースが美術品市場の価格形成

に対して影響するとすれば、上で述べた

動学的一般均衡モデルでの分析が必要不

可欠であると考えられる。

３．研究の方法

2007 年度は主に理論的研究を行った。

さらに、本研究で得られた結果に関して内

外の専門家（コンスタンツ大学のウルシュ

プルング教授やオーストラリア国立大学の

コーンズ教授など）と意見交換や議論を行

った。



理論的研究のためのモデル構築は以下

の手順に従って行う。まず、画家の死亡は

ポワソン過程に従って起こると仮定する。

この仮定は、技術革新の発生時点が不確実

である場合などに用いられており、動学経

済分析や成長理論においてきわめて頻繁に

用いられている仮定である。

美術オークション市場において、画家

は、彼が制作して供給する芸術作品に関し

て独占企業の地位にあると想定する。芸術

作品は一度生産されて所有されると、その

所有者に対して長期間にわたり便益をもた

らすと考えられる。したがって、芸術作品

は耐久消費財の一種であると考えられるの

で、コース（1972）の耐久消費財の独占企

業モデルを無限期間モデルに拡張モデルを

用いて、画家の美術品の供給行動モデルを

構築する。

耐久消費財を供給する独占企業のモデ

ルでは、一般的にマルコフ完全均衡戦略が

用いられているが、本研究ではこの均衡概

念は不適切であると考えられる。そこで、

本研究での独占企業は、オープンループ・

シュタッケルベルグ均衡戦略を採用してい

ると仮定する。

動学的一般均衡モデルを用いて、画家

の死亡のニュースにたいして、彼の芸術作

品の市場価格がどのように反応するかを調

べるために、マクロ経済動学で用いられて

いる比較動学の分析手法を応用する。また、

このような比較動学分析で確定的な結果を

得るためには、多少の一般性は犠牲にされ

るが、モデルのある程度の特定化は避けら

れない。たとえば、顧客の効用関数および

画家の目的関数を２次形式で与える必要が

あると思われる。また、このような関数の

特定化は、2008度に予定されている数値解

析による分析も可能にするというメリット

もある。

2008 年度は、前年度に構築された理論

モデルのシミュレーション分析やカリブレ

ーション分析（数値をあてはめて行うシミ

ュレーション分析）などの数値解析を行う。

数値解析の結果と美術品市場で実際に観察

される事実と一致するどうかも検討する。

したがって、日本の美術品オークション市

場に関するデータを収集して、モデルから

得られた理論的結果と実証データとの比較

検証を行う。

４．研究成果

本研究は以下のような結論を得た。

（１） 美術品市場の市場価格に関するい

くつかの実証研究によれば、画家の

死後、彼の芸術作品の市場価格が上

方にジャンプする傾向があること

が確認されている。本研究では、動

学的一般均衡モデルを用いて、これ

らの実証結果が示唆するような美

術品の価格の動きを理論的に説明

することに成功した。

（２） 本研究では、供給者（画家）の作品

の生産性および時間選好率の低下、

需要者（美術品の購入者）の所得の

増加や彼の作品への選好シフトが

起きると、長期的に彼の作品の価格

が上昇するだけでなく、予想されな

いこのような変化が、画家の作品の

市場価格が上方ジャンプを引き起

こすことを明らかにした。また、こ

のような変化は、現在価格を長期価

格に瞬時の調整を引き起こし、それ

以後価格経路は一定になることが

わかった。

（３） 画家の突然死のニュースと画家の

余命に関するニュースとでは、彼の

作品の市場価格に与える影響が異



なることがわかった。後者の価格ジ

ャンプは前者よりも小さいが、画家

が死亡する時点まで価格は緩やか

に上昇していき、死亡時点では両者

の価格が一致することがわかった。

（４） この論文で得られたいくつかの理

論的研究の仮説に対して、共同研究

者であるコンスタンツ大学のウル

シュプルング教授が実証研究を進

めており、いくつかの理論的結果

（すべてではないが）が実証研究に

おいて確認されている。

現在まで得られた理論的研究結果はドイツ

のミュンヘン大学 CESIfo 経済研究所ディ

スカッションペーパ（CESifo Working Paper

Series 2213）という形でまとめられ、日

本経済学会や国際公共経済学会に発表して

きた。さらに、文化経済学の分野では最も

権威のある査読付きの国際雑誌である

Journal of Cultural Economics に投稿中

である。
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